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１．( 理 ) 2次方程式x2 + px + q = 0が相異なる2実数解α,βをもち、かつ、数列α+β,

α2 +β2 , α3 +β3 , … , αn +βn , … が収束するとき、点( p , q )の存在範囲を図示せよ。

２．( 文・理 ) 直線 y = x と放物線 y = 2-100 x2 とによって囲まれる図形をFとする。座標

が( 2m , 2n )であるような点はFの内部に何個あるか。ただし、m , nは正の整数とする。

３．( 文・理 ) xの3次式f (x) = x3 + ax2 + bx + cと2次式 g (x) = x2 + px + q において、関数

y = f (x)が極値をもたず、y = f (x)のグラフとy = g (x)のグラフとがただ1点A( 0 , 1 )を共有し、

Aにおいて共通の接線をもつとする。

(1) pのとりうる値の範囲を求めよ。

(2) 放物線y = g (x)の頂点はどのような図形をえがくか。

４．( 文・理 ) △ABCを底面、Vを頂点とする3角すいにおいて、Vから底面におろした

垂線の足Hが△ABCの内心に一致しているとする。

(1) Vから辺AB , BC , CAにおろした垂線の足をそれぞれD , E , Fとするとき、VD = VE =

VFを示せ。

(2) さらに∠AVB = 105° ,∠BVC = 75° ,∠CVA = 90°であるとき、VA：VB：VCを求めよ。

５．( 文 ) 2つの放物線 y = x2+ 3x ，y = ax2で囲まれる図形の面積を Sとするとき、

2≦S≦8となるような aの範囲を求めよ．

６．( 理 ) 双曲線 x2 - y2 = 1と、x軸に平行な直線lとの交点をP , Qとする。P , Qにおけ

る双曲線の接線とlとが囲む3角形の面積の最小値を求めよ。

７．( 理 ) (1) nを正の整数とするとき、 
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|sin|)(S  を求めよ。

(2) 次に、数列S(1) , S(2) , S(3) ,…, S(n) ,…が収束するようなaの範囲およびそのときのS(n)

の極限値を求めよ。


